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注:略言吾説明 ATM(Asy=Chro=0USTransferMode,非同期転送モード),WAN(WideAreaNetwork)

ビデオ サーバ システムのイメージ

ビデオサーバシステムでは,ディジタル圧縮された映像情報をビデオサーバに格納し,LANやWANを経由して各クライアントに配信する｡

二のシステムを導入することにより,絵やことばでは伝えきれない情報を映像によって瞬時に伝えることができる｡

マルチメディアコンピューティングの仙界では,

新たな応川分野の可能性が生まれつつある｡

企業情報戦略の一環として,CSS(Client Server

System)が普及する小で,パソコン(パーソナルコン

ピュータ)も1人1≠‡以上の所有が実現しつつある｡

パソコンの技術革新は目覚ましく,高性能化や映

像圧縮技術の標準化により,企業情報戦略の一つと

してマルチメディア情報(テキスト,動向,音声,静

+l二由)をシステムに取り入れたいとのニーズがある｡

多様な情報提供サービスを行い,柑勺患臥決定や商

ぷ-プレゼンテーションに役.■1†てようという動きで

ある｡

*lHた鮒乍析オフィスシステム事業部 **lけ製作巾情事l描灘本部

このようなシステムでは,大容量なマルチメディ

ア情報の共有化,現在稼動小のシステムとの融介,

さらにユーザー業務に合わせたシステムの柔軟件や

コンテンツの作成が重要な課題となる｡

口_hi7二製作所は,このようなニーズにいち早く取り

組み,ソリューションの一つとして,汎(はん)用の

サーバ,ワークステーション,パソコンとインター

ネット標準プロトコルから成る既存システムとの親

和性を竜祝したビデオサーバシステムを開発した｡

今後,このシステムに加え,オーサリングなど周辺

環境を充実させ,より効果的な企業情報システムで

の清川をH指している｡
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n はじめに

高度情報化の社会形成に向けて,米国･欧州･わが国

などでは件界情報通信基盤(;ⅠⅠ(GlobalInformatiollIn-

frastructure)の整備が進みつつある｡このインフラスト

ラクチャを利鞘した新たな′口舌形態,社会形態,企業活勅

の政市などが活発に提案され,試行されようとしている｡

ここでは,企業情報システムでの映像情報活用の提案

と,それを実現するうえでキーポイントとなるビデオサ

ーバ システムヘの要件,および↑何問発したビデオ サ

ーバシステムの機能概要と適用例について述べる｡

田 映像情報活用のニーズにこたえる

ビデオサーバシステム

企業情報システムとしてマルチメディアを取り入れる

利点は,読む情報から見る情報へシフトすることにより,

すばやく情報を把握して迅速に意思決定を行うシステム

が構築できることである｡そのためには,次の2点が必

安である｡

(1)いつでも見たいときに,見たい映像を見ることがで

きること｡

(2)複数の人がドi]じ映像を同時に見ることができること｡

特に_企業情報システムでは,既存設備を生かしながら

新しいシステムへ移行させることが重要である｡汎用DB

(Database)･AP(Applicati()n ProgralTl)との連携,標

準プロトコルによる接続,既存バックボーンLANや既存

システムとのシームレスな融合などが不可欠である｡

日立の]N】×ワークステーシ]ン,サーバ3050RX,3500

ビデオサーバ

運用管理部 [コ ビデオサーバ
配信部

日立のルータ

FDDlノード

ATMスイッチ

NPシリーズ

BNシリーズ

ANシリーズ

汎(はん)用パソコン,イーサ

ネット*が利用可能
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これらのニーズにこたえるためLJ立製作所は,標準プ

ラットフォームのUNIX滋‖サーバ･ワークステーショ

ンと標准プロトコルをmいてビデオサーバシステムを

構築した｡

B 標準プラットフォームを用いた

ビデオ サーバ システム

ビデオサーバ システムの構成を図1に示す｡ビデオ

サーバシステムの構築と機能概要について以‾Fに述べる｡

3.1 ビデオ サlバ システムの構築

基幹LANやワークステーション,パソコンといった既

存のハードウェア設備やDBなどの既存のアプリケーシ

ョンソフトウェアを生かしてシステムを構築するには,

標準プロトコルを用いたシステムにする必要がある｡

ところが,コンスタント ビット レートを保ちながら

リアルタイムに映像データを再生するには,映像データ

の受信と映像再生のタスク一切り替えをタイミングよく行

う仕組みが必要であり,非プリエンプティブ削)なOS

(Operating System)であるWindows3.1紺の下では実

※1)UNIXは,Ⅹ/OpenC()mpanyLilllitedがライセンスし

ている米田ならびに他の同における澄鎚尚標である｡

※2)非プリエンプティブ:Cl)Uが行タスクへの処理1咋間

をコントロールできないこと(例えば,あるAPがCPU

を■1i有すると,他のAI)が実行できなくなる)｡

※3)Wind()WSは,米同MicrosoftCorp.の登録商標で,パソ

コン用OSである｡

既存バックボーンが利用可能

標準インターネットプロトコル

を利用(ルータの利用も可能)

[コ

UNIFY,Bib帖thecaなどの連動が可能

[コ 日立のパソコン

FJORAシり一ス

注二略語説明など

FDDl(FiberDistributedData

仙erface)
* イーサネットは,富士ゼロックス

株式会社の商品名称である

図l ビデオ サーバ シス

テムの構成例

ビデオ サーバ システムは既

存のコンポーネントで構成し,

既存システムヘのアドオンが可

能である｡ビデオサーバでは配

信部と運用管理部を共存させ,

l台でまかなうことも可能である｡
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現が難しい｡

このため一般のビデオニ付生システムでは,クライアン

トから映像ファイルを共用してアクセスするNFS削)

(NetworkFileSystelll)型が用いられてし､る｡しかしこ

の方式では,WANなどを介して∩トーると,綱の遅延時間

によって画像･音声に古Lれが生じることがある｡また,

複数クライアント分の映像データ転送の衝突によl),ネ

ットワークへの負‡旦も増大する｡

ここで述べるビデオ サーバ システムでは,サーバが

映像データを配信する際,あるフレーム単位ごとに各ク

ライアントに映像データを転送し,かつクライアントの

能力に合わせてビットレートを調整して配信するストリ

ーム方式を新たに開発した｡また,データの取りこぼし

時では,クライアントサーバ間でデータ再送のためのイ

ンタフェースを設けるなど,f請頼件の高いプロトコルを

実現している｡

3.2 ビデオ サーバ システムの特長

今1州凋発したビデオサーバ システムは,次のような

特土主を持っている｡

(1)汎けレ､-ドゥェアブラットフォームの活輔

サーバ,クライアントのプラットフォームには,汎別

のUNIXサーバ･ワークステーション,Wi11dowsパソコ

ンを採J‾りしている｡このため大規模から小規模まで,規

模に合わせたシステム構築が吋能である｡

(2)標準プロトコルの探椚

他社メディアサーバ専I‾lJ機では,独白プロトコルの探

朋が見′受けられるが,このシステムでは,標準プロトコ

ルを利鞘することにより,各種ネットワークに対応でき

るようにした｡情報碁盤の要(かなめ)として位置づけら

れるインターネットと連携して利朋することも吋能で

ある｡

(3)照富なjさ引†J,および管理機能が利別吋能

ユーザーが映像にアクセスした状況を,統計情事【iとし

て逐次言亡録できる｡サーバ_Lの運肝情事馴ま,UNIXシェル

を刷いて容易に加_‾】二できる｡統計情報は,CSV(Comma

表l ビデオサーバシステムの機能概要

ビデオサーバシステムとして必要な基本機能のほか,映像データな

ど各種管理機能や統計情報を持つことができる｡

項 目 機 能 概 要

サーバ:配信部

(l)クライアントからの要求に従い,映像デ

一夕をクライアントが必要とするビット
レートで配信する｡

(Z)ガベージコレクションにより,ディスク

資源の有効利用と最適化を図る｡

(3)映像データのバックアップを行う｡

サーバ:運用

管理部

(l)各映像データについてアクセスできるク

ライアントを制限する｡

(2)タイトルリスト,映像データの管理を行う｡

(3)ユーザーの管理を行う｡

(4)クライアントがタイトルをアクセスする

様子を,統計情報として記録する｡

(5)映像データのバックアップを行う｡

(6)ディスク,ネットワークの負荷を分散する｡

(7)映像データの登鐸,削除を行う｡

ク ラ イ ア ント

(りサーバから配信された圧縮済みの映像デ

一夕を伸長して映像を再生する｡
(2)メニュー画面とマウス,タッチパネルに

よって容易に操作できる｡

SeperatedValue)ファイルとして記録するため,ユーザ

ーが使い慣れたMS-Excel※5)やLotusト2-3紺などの流

通ソフトウェアを利用して参照･編集することができ

る｡映像ごとのアクセスタイムの表や,曜IJ･時間帯別

アクセス状況をグラフにすることも容易である｡ユーザ

ーごとの課金情報として使用することもできる｡

(4)容易なアプリケーション間発が可能

ユーザーのメニュー所而の作成には,Windowsの持つ

マルチメディアを利別するためのコマンド群に準拠した

API(ApplicationProgrammingInterface)を開発した｡

ユーザーは,使い慣れたVisualBasic那)やVisualC十十抑

をmいたプログラムの小でこのAPIを使うことにより,

ニーズに応じたAPを容易に開発することができる｡

(5)既存システムへのアドオンが可能

DBソフトウェアUNIFY染バや全文検索システムBib-

1iotheca紺など,ほかのアプリケーションとの連携も吋

能であり,新規システムを構築することなく既存システ

※4)NFSは,米田でのSunMicr()SyStemS,IllC.の商標である｡

※5)Excelは,米l甘Micr()S()ftCorp.の商ふ1名称で,表計算

ソフトウェアである｡

※6)Lotusl-2-3は,米国L(山1SDevelopmentCorp.の商品

糾称で,衣計算ソフトウェアである｡

※7)VisualI弓asic,VisしIalC＋＋は,米‥]Micr()S()ftC〔)rp.の

歯占占汽称で,WiIld()ⅥrSの内面作成用の簡拐ツールである｡

※8)UNIFYは,米田UIlif〉rCorp.の登録商標で,リレーシ

ョナルデータベースである｡

※9)Bibliotheca(ビブリオテかは,日‾た製作所の向六.1.名称

で,テキスト文書などに対して超高速な検索ができる

ファイリングシステムである｡
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ビデオサーバ クライアント

映像
ファイル

(c) (d)

ヒューマン

インタフェース

(f)l
M_PEG

フ､レーヤ

運 用 管 理

(a)l(b)
高速 高速ビテオ

データ

テイストリ
ディスク

リーグ (e)廿
ピューク

凸

ヒテオデータ

アクセ7｢タ

介

ネットワーク制御
ネットワーク制御

l l

ネットワーク

表示

注:略語説明 MPEG(Movi=gPictureExpertsGroup)

図2 ビデオ サーバ システムのブロック図の概略

(a)では映像ファイルを高速で読み込み,(b)では各クライアント

にコンスタント ビット レートを保って配信する｡(C)の運用管王里

ではクライアントからのリクエストの受信と配信指示を行う｡ま

た,統計情報の採取も行う｡(d)ではユーザーに一便いやすいG〕いAPl

を提供し,(e)ではネットワークを介して高速で送られてくるスト

リームデータを組み立て,(f)で映像データを伸長して表示する｡

ムへのアドオンが‾叶能である｡

3.3 ビデオ サーバ システムの機能概要

ビデオデータを配信するためのソフトウェアは,サー

バやクライアント上のミドルソフトウェアとして軌作す

る｡機能概要を表1に,システムブロック間を図2に

示す｡

田 適用 例

ビデオ サーバ システムi■.1川のメリットは,インタラ

クティブ件と,絵やことばではイ云えきれない情報を映像

によって瞬咋に伝えることができる一亡(である｡映像情事l這

をサーバで一括管.喝することによって情報の共有を問

l),情報のビジュアル化によって迅速な意思決定に役立

てることができる｡

口布製作所は,このシステムを片トーて行程ATMマル

チメディア`実験に参内している｡適刑例について以下に

述べる｡

(1)向品プレゼンテーション

センターと接続し,最新の製品･情報を常時紹介する｡

J如白では解説できない説叩Iも,垂加何とテキストのミック

スによってf桝ユできる｡ロビー端末として使川し,統計

情事【iから売れ筋怖幸【ほ把指して販ノこ戦略に役立てる｡

(2)山場勅1rり管理DB

会議･墟小会をビデオカメラで撮影し,ディジタル化

してビデオサーバに格納することにより,正確な情報が

すばやく伝達できる｡蓄積した映像データから動向分析

し,製占占計幽を立案する｡迅速な状況把掘と意思決左に

も役克つ｡

8 今後の課題

システムの拡張性をIi】I上し,AP開発二[数を削減するう

えで,今後の課越について以‾Fに述べる｡

(1)テキスト,静_l卜内などの各種メディアサーバへの対んb

今い=調光したビデオサーバシステムは,第一ステッ

プとしてMPE(;1の助痢像をサポートした｡次のステッ

プとして,テキスト,静止痢などの各椎メディアデータ

に対応することにより,メディアサーバ システムの拡

張性を高める｡

(2)AI)開発のための_‾L数低減

WindowsNT磁二i),Willdows95※3)などのOSでは,プリ

エンプティブなマルチタスク処理を行う｡クライアント

のOSにこれらのOSを採印することによl),AP開発者は

ネットワーク･受信と映像再生のプロセス処理時間をコン

トロールできるようになり,クライアント上のAP開発で

の二工数を低減できる｡また,システムの安定度をしーつそ

う向_卜させることができる｡

lヨ おわりに

ここでは,ビデオ サーバ システムへの収組みと,介

業情報システムへl古=ナて,ビデオサーバ システムの機

能をf卜かした特長と適用例について述べた｡映像情報を

什トーる各種のJl‾J途に対応可能である｡

きたるべきマルチメディア時代に向けて,マルチメデ

ィア ネットワーク コンピューティングに対する期待は

大きい｡このシステムを現時ナiヒの一アプローチ手段とし

てとらえ,ユーザーニーズを掘り起こし,社会,企業の

口指すシステムに柔軟に対応していく■考えである｡
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